
新しい新潟を発見 
できる交通手段と 
して多くの方に親 
しんでいただきた 
いですね。 
代表取締役社長 
栗原 道平さん 

　緑の芝が日差しに映えるやすらぎ堤、

柳都大橋、新潟みなとトンネル、国際会議

室を持つ31階建てビル「朱鷺メッセ」など、

年ごとにその表情を変えていく新潟市。そ

して市民はむろん、市外・県外から訪れる

人々に人気を博しているのが信濃川を航

行するウォーターシャトルです。水上バスと

も呼ばれていますが、川波をきって進むこ

のウォータルシャトルは、今や水の都新潟

の風情を満喫できる新しい観光の目玉の

一つとなっています。 

　発着場に降り立った人に感想をうかが

うと、「川の中から眺める両岸の景色が次

々に移り変わっていき、気分がいいです」

「橋の上や土手よりも目線が低いので、

景色が新鮮に見えます」「40～50分（朱

鷺メッセ～ふるさと村間）という運航時間

は長くも短くもなく、いいですね」「親戚や

友人が来たら、ぜひ乗せてあげたい」と皆

さん、存分に水の都の情緒を堪能された

ようでした。いま新潟で一番関心を寄せら

れている朱鷺メッセの展望空間から日本

海や飯豊連峰、角田山・弥彦山、蒲原平

野などのスケールの大きな風景を眺めた

ら、すぐ下にある発着場からウォーターシャ

トルでふるさと村へ行き、新鮮な海産物な

どのお土産を買って帰る。この爽やか観

光は、今後、新潟で注目されるお楽しみ  

コースとなりそうです。 

 

 

 

 

 

 

　「この４月、分水町の『おいらん道中』

に合わせて、アナスタシア号を上流へ運
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ｍｃＡｃｃｅｓｓは操作も簡単で効率の 
よい連絡ができます。 
取締役業務部長 中村 文弘さん 

航させたとき、ｍｃＡｃｃｅｓｓのデモンスト 

レーションをさせていただきました。すると、

音声はクリアで、今までとはまったく違いま

した。そして上流へ持っていってもまったく

問題なし。すぐに導入を決め、5月から運

航に使用しています」と話してくださった

のは、信濃川ウォーターシャトル株式会社

取締役業務部長の中村文弘さん。 

　ｍｃＡｃｃｅｓｓの採用は、分水町で開催

される「おいらん道中」に花を添える遊覧

運航のため、信濃川を溯ったアナスタシ

ア号での使用テストで決定されたのです

が、その理由の第一は、どんな状況におい

ても音声が明瞭で、途切れることがないと

いうことでした。これまで使用していたＰＨ

Ｓでは電波が届かないことがあり、会話中

に音声が途切れることもあったそうです。同

社では、事務所と2隻のシャトルの間で交

信されていますが、ｍｃＡｃｃｅｓｓの最大の

メリットである音声がクリアであることは、

安全運航を第一にしている同社にとって

とても心強いものであるようです。 

　通常の信濃川は波も比較的穏やかで

快適な乗り心地が楽しめますが、時には流

木が流れてきたり、漁網を仕掛けていたり

することもあります。そんなとき一方の船

が他方の船に情報を送って、事前の安全

を確認しながら運航することができます。 

　そのほか、事務所と2隻の船間で同時

に通話が可能であることもメリットで、連絡

に手間がかからないところもご好評をいた

だいている理由になっているようです。 

 

 

 

 

 

 

　市民が川に一層親しむことをめざして

平成10年3月、市民株主による信濃川

ウォーターシャトル株式会社が設立され、

運航が開始されました。朱鷺メッセがオー

プンした今年の５月からは、乗り場を朱鷺

メッセ前に移転し、新潟グランドホテル前、

新潟県庁を経由して新潟ふるさと村につ

なぐ船便となりました。 

　船は現在のところアナスタシア号とベア

トリス号の2隻ですが、将来的には船を増

やす計画も持っておられます。 

　中村さんは、「まずは一人でも多くの方

々に、ウォーターシャトルの快適さと便利さ

を味わっていただきたいと思います。そし

て通勤の足としてご利用いただいたり、ふ

るさと村でお土産を買って、帰りには万代

シティや古町で食事やショッピングを楽し

むなど、比較的短い時間の中ではあります

が充実した半日を過ごしていただけるので

はないかと思います」 

　現在の運航は、通勤時間帯の便が増

発されて１日9往復となっています。ふるさ

と村の駐車場を利用してウォーターシャト

ルに乗り換える「パーク＆ライド」方式で

通勤する人が増えれば、市内の渋滞の緩

和にも貢献できそうです。 

　市内電車や地下鉄のない新潟市に、

地球環境への負荷が少ない公共交通機

関が発達することは、都市環境を保持す

る面でもますます望まれることです。このウ

ォーターシャトルが新潟の街の活性化や

環境保全のために、今後さらに発展して

いくことを多くの人々が願っています。 
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